
Excel Tips（アドイン拡張機能集）
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概要

「Excel Tips」とはエクセルのアドインソフトです。
数百〜数千⾏のエクセルを確認したり、数百個のファイルを扱ったりする場合に便利なツールを
パッケージにしたものとなっています。
Excel Tipsをインストールすると、お⼿持ちのエクセルに、「列⽅向の値へのジャンプ」、「規
則性を問わない⾃由なファイル名の変更」、「シートに記⼊してあるファイル収集」の3種類の
機能ボタンを追加できます。

なお、本ソフトはシェアウェアとして配布しており、初回インストールから15⽇間を経
過すると機能に制限がかかります。

動作環境
MS Excel 2007以降（Windows）
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機能の紹介

Excel Tipsをインストールすると、エクセル上部（クイックアクセスツールバー）に以下のボタ
ンが追加されます。
※画⾯デザインは、ご使⽤の環境によって異なります。

A B C

A・・・列検索（↓）／列検索（↑）
列の上下⽅向に、次の値のあるセルまで移動します。
空⽩セルを⾶ばしてジャンプするため、仕様書などで階層を表したデータを確認したり、コメン
トを⼊れたセルまで移動したりするときなどに便利です。
B・・・ファイル名変更
同じフォルダー内に格納されているファイルをすべて、同じ⾏に記⼊されているファイル名に変
更します。
例えば、A列にリネーム前のファイル名、B列にリネーム後のファイル名を記⼊しておくと、指
定フォルダーでA列のファイル名で検索されたファイルがB列のファイル名に置き換わります。
C・・・ファイル収集
選択したセル以下の同列に記⼊されているファイルを「C:\TEMP」フォルダーに収集します。
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インストール／アンインストール

本ソフトはエクセルがインストールされているPCで実⾏してください。
※インストール／アンインストールは、エクセルを終了した状態で実⾏してください。

インストール⽅法
1. ダウンロードしたファイルを任意のフォルダーに解凍します。
2. 「Install.wsf」をダブルクリックします。
3. 完了メッセージが表⽰されたら［OK］をクリックします。

※インストール後は解凍したファイルを削除しても構いません。

アンインストール⽅法
※インストールに使⽤したファイルを削除している場合は、再度ダウンロードしたファイルを使
⽤してください。
1. 「Uninstall.wsf」をダブルクリックします。
2. 完了メッセージが表⽰されたら［OK］をクリックします。
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機能制限について

本ソフトはシェアウェアとして配布しており、初回インストールから15⽇間は制限なくお試し
いただけます。
15⽇間経過すると機能に制限がかかります。制限を解除するには、お⽀払い後にお渡しするラ
イセンスキーが必要です。
機能制限がかかった状態では、下⽅向へのジャンプ機能（列検索（↓））のみを使⽤できます。

ライセンスキーの⼊⼒
初回インストールから15⽇間経過した場合、機能制限されたボタンをクリックすると、パスワ
ードの⼊⼒画⾯が表⽰されます。

ライセンスキーを⼊⼒すれば制限なく本ソフトを使⽤することができます。
※⼀度正しいライセンスキーを⼊⼒すると、すべてのボタンの機能制限が解除されます。
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使用方法

列検索（↓）／列検索（↑）
確認したい列のセルを選択した状態で「列検索（↓）」または「列検索（↑）」のボタンをクリ
ックします。
下図の例では、「列検索（↓）」ボタンを押すたびに、次に値があるセルにジャンプします。

⼀番下以降に値がない場合は、⼀番上の値に戻ります。
「列検索（↑）」ボタンも⼀番上の値の次は⼀番下の値に戻ります。
なお、「-」（ハイフン）のみのセルも空⽩セル同様にスキップ対象となります。
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1. 対象とするファイルを任意のフォルダにコピー
します。
コピーしなくても実⾏可能ですが、元ファイル
は残した状態で実⾏することをおすすめしま
す。

2. ファイルのリスト（図参考）を作成します。
普段、ファイルを管理しているリストを使⽤す
ると便利です。図の例ではA列→B列の変更にな
っていますが、列は⾃由に指定可能です。
 ♦ 指定フォルダーに存在しないファイルは処理

をスキップします。（本機能実⾏後、該当セ
ルにコメントが追加されます。）

 ♦ リネームファイル名が空⽩の場合、処理をス
キップします。（リネームされません。）

 ♦ 拡張⼦を記⼊しなくても実⾏できます。ただ
し、複数種類の同名ファイルが存在している
場合（.gifと.jpegなど）は、拡張⼦まで含め
るようにしてください。

3. クイックアクセスツールバーの「ファイル名変
更」ボタンをクリックします。（上記タイトル
横のボタン参照）

ファイル名変更 
特定の列に記⼊されている⽂字列と⼀致するファイルの名前を、同じ⾏に記⼊してある名前に
変更します。リネームするファイル名に規則性がなくても1対1の対応で変更することができま
す。
※リネーム後のファイル名が重複しないようにご注意ください。
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4. 元ファイル名の列を指定するダイアログが表⽰されるので、列名を⼊⼒して［OK］をクリッ
クします。
A列の場合、「A」を⼊⼒します。

5. リネーム後のファイル名の列を指定するダイアログが表⽰されるので、列名を⼊⼒して
［OK］をクリックします。
B列の場合、「B」を⼊⼒します。

6. フォルダーを指定するダイアログが表⽰されるので、対象ファイルを格納したフォルダー
（⼿順1）を選択し、［OK］をクリックします。
選択したフォルダーに格納されているファイルを対象として、リネームが実⾏されます。

7. 終了メッセージが表⽰されたら［OK］をクリックします。
指定フォルダーが表⽰されるので、正しくリネームされたか確認してください。
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ファイル収集 
指定したフォルダーに格納されているファイル群から、選択したセル以降（同じ列）に記⼊され
ているファイルのみを「C:\TEMP」にコピーします。
コピー元ファイルが読み取り専⽤の場合、読み取り専⽤を解除してコピーします。（個⼈的に収
集したファイルは編集することが多いため。）
※コピー先の「C:\TEMP」フォルダーは固定です。「C:\TEMP」フォルダーが存在しない場合
は作成されます。

①

②

1. ファイル名が記⼊されている列の⼀番上のセルを選択します。
 ♦ 列の途中を選択した場合、その⾏より上に記⼊されているファイルはコピーされません。
 ♦ 拡張⼦を記⼊しなくても実⾏できます。ただし、複数種類の同名ファイルが存在している

場合（.gifと.jpegなど）は、読み取り専⽤解除が最初にコピーしたファイルのみに適⽤さ
れます。

2. クイックアクセスツールバーの「ファイル収集」ボタンをクリックします。（上記タイトル
横のボタン参照）

3. フォルダーを指定するダイアログが表⽰されるのでコピー元のフォルダーを選択し、［OK］
をクリックします。

4. 終了メッセージが表⽰されたら［OK］をクリックします。
コピーが終了すると、「C:\TEMP」フォルダーが表⽰されます。
 ♦ 「C:\TEMP」フォルダーが存在していなかった場合は、実⾏時に⾃動作成されます。
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 ♦ 拡張⼦を記⼊していない場合、拡張⼦を除くファイル名が完全に⼀致するファイルのみが
コピーされます。

 ♦ 指定フォルダーに存在しないファイルはコピーされません。
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問い合わせ先

お⽀払⽅法やソフトの不具合などは下記までお問い合わせください。
メール︓tnttworks@ab.auone-net.jp

バージョンアップ等の情報は、ホームページから確認できます。
ホームページ︓https://tnttworks.cloudfree.jp/

お⽀払いについて
上記メールでのお問い合わせの場合、銀⾏振り込みとなります。

Vectorのシェアレジでのお⽀払いも可能です。（SR489220）
詳細は上記ホームページ、またはVectorで検索してください。
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免責事項

本ソフトの使⽤によってデータの損失等のいかなる損害が発⽣しても、当⽅は責任を負いかねま
す。
あらかじめデータをバックアップするなどの措置を⾏ってから、本ソフトをご使⽤ください。
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